
Ⅲ 文教費の概観

前章では，地方教育費調査の結果について解説したが，本章では，平成２２会計年度の文

教費全体を取り上げ，これが国内総生産・国民所得や行政費とどのような関係にあるかなどに

ついて概観する。

ここでいう文教費とは，国，都道府県及び市町村の公財政から支出された教育費（文部科

学省（平成１１年度以前は文部省）所管の一般会計歳出決算額を含む。）の総額であり，財源

には，授業料,入学金等及び公費に組み入れられた寄付金を含めている。また，国立及び公

立の大学・短大等の経費には，附属病院経費及び研究費を含めている。

なお，前章で取り扱った地方教育費の範囲とは次の点で異なっている。

(１) 本章の地方教育費は，都道府県及び市町村の歳出決算額として計上された経費（公

費）である。

(２) 前章の地方教育費では除かれていた公立の大学・短期大学等の経費，公立大学法

人が設置する高等専門学校の経費及び都道府県・市町村が支出した私立学校補助に

かかる経費を本章では含んでいる。

(３) 本章では，国と地方の負担関係をみる場合，国が地方財政の均衡化を図る目的等に

より交付する地方交付税のうちの教育費充当額（推計）を，「国が負担した教育費」とし

て考察する場合がある（第１４表，付・第２表，付・第４表）。公立高等学校授業料不徴収

交付金のように，前章では地方支出金に含まれている国庫補助金も同様である（第１４

表，第１５表，第１６表，付・第１表，付・第２表，付・第３表，付・第４表）。

また，昭和４６会計年度以前の全国数値には，沖縄県分が含まれていない。

本章の地方教育費について

本章の地方教育費

 私立学校に対する地方公共団体の補助金

 前章の地方教育費総額

 公立大学・短期大学経費
（公立大学法人が設置する高等専門学校を含む）

１ 文教費の推移と国内総生産・国民所得に対する

比率の状況

昭和２４年度以降の文教費と国内総生産・国民所得，それらの対前年度伸び率並びに国内

総生産・国民所得に対する文教費の比率をみると，第１３表（Ｐ１８）のとおりである。

これによると，平成２２年度の国及び地方の文教費の純計は２２兆８，１７７億円であり，対前

年度伸び率は△２．７％となっている。

一方，国内総生産及び国民所得はそれぞれ４７９兆２，０４６億円，３４９兆２，７７７億円であり，

対前年度伸び率はそれぞれ１．１％，２．０％となっている。

なお，国内総生産・国民所得に対する文教費総額の比率の推移は，第１０図のとおりである。

第１０図 国内総生産及び国民所得に対する文教費総額の比率
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２ 総行政費に占める文教費の割合の状況

文教費と総行政費との関係をみると，それぞれの実額，対前年度伸び率及び総行政費に

占める文教費の割合は第１３表（Ｐ１８）のとおりである。

なお，ここでいう総行政費とは，国と地方の歳出決算額の純計である（ただし，国の行政費

は，一般会計と国立大学法人等歳出決算額の純計であり，地方の行政費は，都道府県及び

市町村の公営事業会計を除いた普通会計歳出決算額の純計である。以下，本項で取り上げ

る行政費についても同じ。）。

平成２２年度の総行政費は１５９兆１，６０５億円であり，対前年度伸び率は△４．１％となって

いる。

一方，総行政費に占める文教費総額の割合は１４．３％となっている。

３ 文教費にみる国・地方の負担関係の推移

文教費は「国が負担した教育費」と「地方が負担した教育費」に大別されるが，両者の実額と

その負担割合をみると，第１４表(１)（Ｐ１９）のとおりである。

なお，ここでは，国が地方に交付した地方交付税のうち，教育費に充当した部分（推計）を

「国が負担した教育費」とみなしているので，他の項における国又は地方の教育費とは一致し

ない。

平成２２年度において，国が負担した教育費は１０兆５，２５３億円（文教費総額に占める割合

４６．１％），地方が負担した教育費は１２兆２，９２４億円（同５３．９％）となっている。

４ 国と地方別にみた教育費のそれぞれの行政費に

占める割合の状況

ここでは，文教費総額と総行政費の関係を，国と地方の各財政主体別に解説することとする。

(１) 国の教育費と行政費との関係

国が支出した教育費と行政費との関係を年次別にみると，第１５表（Ｐ２１）のとおりである。

これによると，平成２２年度の国の教育費は７兆７，６４４億円（対前年度伸び率△３．８％），

国の行政費は９６兆９，２１７億円（同△５．７％）となっている。

国の行政費に占める教育費の割合は８．０％となっている。

(２) 地方の教育費と行政費との関係

地方が支出した教育費と行政費との関係を年次別にみると，第１６表（Ｐ２１）のとおりであ

る。

これによると，平成２２年度の地方の教育費は１７兆５，３１４億円（対前年度伸び率△０．９

％），地方の行政費は９４兆７，７５０億円（同△１．４％）となっている。

地方の行政費に占める教育費の割合は１８．５％となっている。

５ 教育分野別にみた文教費総額の推移

文教費が学校教育，社会教育及び教育行政の各教育分野別にどれだけ支出されているか

を年次別にみると，第１７表(１)，(２)（Ｐ２２，２３）のとおりである。

これによると,文教費総額の７５．０％を学校教育費が占めており,その中でも，義務教育諸学

校(小学校，中学校，特別支援学校及び中等教育学校)の経費が文教費総額の４６．８％を占

めている。

また，教育分野別に在学者・国民一人当たり文教費をみると，第１７表(３)，(４)（Ｐ２４,２５)のと

おりである。

このうち，学校教育費についてみると，幼稚園が７９万８千円（対前年度伸び率１.６％），小

学校が９０万８千円（同０．３％），中学校が１０７万３千円（同１．５％），特別支援学校が

７７１万円（同△２．１％），高等学校が１１１万２千円（同△２．３％），中等教育学校が９９万４千円

（同△１１．５％），高等教育費が４１４万円（同△１０．０％），専修学校が１５８万９千円（同０．２

％），各種学校が６５万９千円（同△４．９％）となっている。



「文教費の概観」付・第１～４表に関する注
及び平成２２年度の算出基礎について

（単位：千円）

付・第１表 注
１ 国の歳出総額（Ａ）

明治６～昭和38年度は国の一般会計歳出決算額である。（ただし，大正７～12年度及
び昭和12～22年度は国の一般会計と臨時軍事費特別会計との歳出合計額から，一般会
計から臨時軍事費特別会計への繰入額を控除した額である。）
昭和39～平成15年度は，国の一般会計と国立学校特別会計との歳出合計額から「一

般会計から国立学校特別会計への繰入額」を控除した額である。
平成16年度以降は国立学校特別会計が廃止されたため，国の一般会計から国立大

学法人関係補助金等を控除し，国立大学法人等の歳出決算額を加えた額である。

（Ａ）＝（ａ－ｂ）＋ｃ 96,921,674,763
ａ 一般会計歳出決算額 95,312,341,707
ｂ 国立大学法人関係補助金等 1,325,431,054
ｃ 国立大学法人等歳出決算額 2,934,764,110

資料：明治29年度以降決算報告書
自大正３年８月至大正14年４月臨時軍事費特別会計始末
自昭和12年７月至昭和21年２月臨時軍事費特別会計始末

２ 国の文治費（Ｂ）
各年度の一般会計歳出額から，次の経費を除いたものである。

明治６年度…陸軍費，陣営建築費，徴兵費，海軍費，軍艦諸費
明治10～43年度…陸軍省及び海軍省所管歳出額
大正７～９年度…陸軍省及び海軍省所管歳出額，一般会計より陸軍特別会計への繰入額
大正10～昭和11年度…陸軍省及び海軍省所管歳出額
昭和12～19年度…陸軍省及び海軍省所管歳出額，一般会計より陸軍特別会計への繰入額
昭和20年度…第一復員及び第二復員省所管歳出額
昭和21・22年度…終戦処理費，賠償関係経費，復員・引揚援護関係経費
昭和23年度…終戦処理費，賠償関係経費，復員・引揚援護関係経費，連合国財産返還費
昭和24年度…特別調達庁経費，終戦処理費，賠償関係経費，引揚援護庁経費，特殊財

産処理費
昭和25・26年度…終戦処理費，賠償関係経費，引揚援護庁経費，特殊財産処理費，特

別調達庁経費，警察予備隊経費
昭和27年度…賠償庁経費，引揚援護関係経費，調達庁経費，保安庁経費，平和回復善

後処理費，防衛支出金，安全保障諸費，連合国財産不要補償費，連合国
財産返還補償事務処理費

昭和28年度…調達庁経費，保安庁経費，平和回復善後処理費，防衛支出金，安全保障
諸費，連合国財産補償費，連合国財産返還補償事務処理費，引揚援護
関係経費

昭和29・30年度…平和回復善後処理費，調達庁経費，防衛庁経費，防衛支出金，連合
国財産補償費，連合国財産返還補償事務処理費，安全保障諸費，
引揚者援護費，引揚復員官署経費

昭和31年度…平和回復善後処理費，調達庁経費，防衛庁経費，防衛支出金，連合
国財産返還補償事務処理費，引揚者等援護費，引揚復員官署経費，

賠償等特殊債務処理費
昭和32～36年度…調達庁経費，防衛庁経費，防衛支出金，連合国財産返還補償事務

処理費，引揚者等援護費，賠償等特殊債務処理費
昭和37・38年度…防衛関係費，賠償等特殊債務処理費，引揚者等援護費
昭和39～53年度…「１国の歳出総額（Ａ）」から防衛関係費，賠償等特殊債務処理費，引

揚者等援護費を控除した額
昭和54年度以降…「１国の歳出総額（Ａ）」から防衛関係費，引揚者等援護費を控除した額

（Ｂ）＝ａ－（ｂ＋ｃ） 92,218,950,179
ａ 国の歳出総額（前記Ａ） 96,921,674,763
ｂ 防衛関係費（内閣府所管） 4,669,636,730
ｃ 引揚者等援護費（厚生労働省所管）（引揚者給付金等支給費を含む）

33,087,854
資料：「明治前期財政経済史料集成」第４，５巻

文部省「地方教育費調査報告書」昭和25会計年度以降
明治29年度以降決算報告書

３ 国の教育費（Ｃ）
明治６～昭和23年度は，文部省所管一般会計歳出決算額である。
昭和24～38年度は，次の方式により算出した。
文部省所管一般会計歳出決算額＋他省庁所管一般会計歳出決算額のうち地方教育

費補助額（「地方教育費調査報告書」による国庫補助金－文部省所管一般会計歳出決
算額中の地方教育費補助金額）
昭和39～平成15年度は，文部省所管一般会計（平成12年度以降は文部科学省所管

一般会計）と国立学校特別会計との歳出合計額から「文部省所管一般会計（平成12年度
以降は文部科学省所管一般会計）から国立学校特別会計への繰入額」を控除し，前記
と同じ方式により算出した。
平成16～21年度以降は，文部科学省所管一般会計歳出決算額から国立大学法人関

係補助金等を控除し，国立大学法人等の歳出決算額と他府省補助金を加えた額である。
平成22年度以降は，公立高等学校授業料不徴収交付金のように本調査では地方の

支出金に含まれている国庫補助金を加算し他府省補助金を算出した。

（Ｃ）＝（ａ－ｂ）＋ｃ＋ｇ 7,764,392,076
ａ 文部科学省所管一般会計歳出決算額 5,994,976,589
ｂ 国立大学法人関係補助金等（前記Ａのｂ） 1,325,431,054
ｃ 国立大学法人等歳出決算額（前記Ａのｃ） 2,934,764,110
ｄ 本調査の「国庫補助金」総額 2,223,370,088
ｅ 本調査の地方支出金に含まれている国庫補助金 248,007,374
ｆ 文部科学省関係補助金（決算書の該当項目の積み上げ額）2,311,295,031
ｇ 他府省補助金（ｄ＋ｅ）－ｆ 160,082,431

資料：昭和７年度以降決算報告書
「地方財政概要」，「文部省年報」，「学校基本調査報告書」，「地方教育費調査報告書」

４ 地方教育費補助（Ｄ）
明治６～昭和24年度は，文部省所管の地方教育費補助金の決算額である。
昭和25～49年度は，「地方教育費調査報告書」による国庫補助金の額である。
昭和50～平成20年度は，「地方教育費調査報告書」による国庫補助金の額及び「学校

基本調査報告書」による公立大学・短期大学への国庫補助金の額である。



平成20年度以降は，公立大学法人が設置する高等専門学校への国庫補助金を加算
している。
平成22年度以降は，公立高等学校授業料不徴収交付金のように本調査では地方の

支出金に含まれている国庫補助金を加算し算出した。

（Ｄ）＝ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ 2,478,116,904
ａ 本調査の国庫補助金総額（前記Ｃのｄ） 2,223,370,088
ｂ 本調査の地方支出金に含まれている国庫補助金（前記Ｃのｅ） 248,007,374
ｃ 公立大学・短期大学への国庫補助金 6,734,253
ｄ 公立大学法人立高等専門学校への国庫補助金 5,189

５ うち義務教育費（Ｅ）
「地方教育費補助Ｄ」のうち義務教育費補助費である。
平成14年度から中等教育学校の経費を前期課程と後期課程の人数で按分し，義務教

育にあたる前期課程相当額を推定している。

（Ｅ）＝ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ 2,083,111,083
ａ 本調査の「国庫補助金」小学校 1,232,596,061
ｂ 本調査の「国庫補助金」中学校 719,827,512
ｃ 本調査の「国庫補助金」特別支援学校 129,657,368
ｄ 本調査の「国庫補助金」中等教育学校（前期課程） 1,030,142

６ 国立学校（Ｆ）
明治６，10，14年度は，文部省所管歳出中の国立学校関係費である。
明治29～昭和21年度は，文部省所管一般会計歳出決算額のうち国立学校の創設等

に伴う営繕設備費及び学校特別会計への政府支出金の合計額である。
ただし，昭和20年度まで大蔵省所管にあった国立学校営繕関係経費を除いた。
昭和22～28年度は，文部省所管一般会計歳出決算額中の国立学校運営費，国立文

教施設整備費，国立文教施設災害復旧費及び行政共通費中の国立学校関係費の合計
額である。
昭和29～38年度は，文部省所管一般会計歳出決算額中の国立学校費，国立文教施

設整備費及び国立文教施設災害復旧費の合計である。
昭和39～平成15年度は，国立学校特別会計歳出決算額である。
平成16年度以降は国立学校特別会計が廃止されたため，国立大学法人等の歳出決

算額である。

（Ｆ）＝国立大学法人等歳出決算額（前記のＣのｃ） 2,934,764,110

７ そ の 他（Ｇ）
「国の教育費（Ｃ）」から「地方教育費補助（Ｄ）」と「国立学校（Ｆ）」の経費を控除した額である。

（Ｇ）＝ａ－（ｂ＋ｃ） 2,351,511,062
ａ 国の教育費（前記Ｃ） 7,764,392,076
ｂ 地方教育費補助（前記Ｄ） 2,478,116,904
ｃ 国立学校（前記Ｆ） 2,934,764,110

資料：「文部省年報」明治６年度
明治10，14年度「明治前期財政経済史料集成」第４，５巻
明治29年度以降決算報告書

付・第２表 注
１ 本表の「国の歳出総額（Ａ）」，「国の文治費（Ｂ）」，「国立学校（Ｆ）」及び「そ
の他（Ｇ）」の各欄の金額は，付・第１表の該当欄の金額に同じ。

２ 「国の教育費（Ｃ）」及び「地方教育費補助（Ｄ）」の金額は，それぞれ付・第１
表の該当欄の金額に，国が地方に対して交付した地方交付税のうち次の方
式によって推定した教育費充当額を加算した額である。

昭和11年度 ：臨時町村財政補給金のうち次の方式によって算出した教育費充当額

昭和11年の尋常小学校教員数
昭和７年の尋常小学校費臨時補助費×

昭和７年の尋常小学校教員数

昭和12～14年度：臨時地方財政補給金のうち次の方式によって算出した教育費充当額

地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）
臨時地方財政補給金×

地方歳出決算の（総額－国庫支出金）

昭和15～22年度：地方分与税分与金のうち次の方式によって算出した教育費充当額

地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）
地方分与税分与金×

地方歳出決算の（総額－国庫支出金）

昭和23・24年度：地方配付税配付金のうち次の方式によって算出した教育費充当額
地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）

地方配付税配付金×
地方歳出決算の（総額－国庫支出金）

昭和25～27年度：地方財政平衡交付金のうち次の方式によって算出した教育費充当額

義務教育教職員給与費×１／２＝α
地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）

（地方財政平衡交付金－α）×
地方歳出決算の（総額－国庫支出金－ａ）

なお，義務教育教職員給与費は「地方教育費調査報告書」による。

昭和28年度 ：地方財政平衡交付金のうち次の方式によって算出した教育費充当額

地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）
地方財政平衡交付金×

地方歳出決算の（総額－国庫支出金）

昭和29～36年度：地方交付税と入場譲与税のうち次の方式によって算出した教育費充当額

地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）
地方交付税・入場譲与税×

地方歳出決算の（総額－国庫支出金）

昭和37年度以降：地方交付税のうち次の方式によって算出した教育費充当額

地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）
地方交付税×

地方歳出決算の（総額－国庫支出金）

（Ｃ）＝ａ＋ｂ 10,525,296,607
ａ 国の教育費（付・第１表のＣ） 7,764,392,076



地方歳出決算の教育費の（総額－国庫支出金）
ｂ 地方交付税 ×

地方歳出決算の（総額－国庫支出金）
( 16,446,685,000 － 2,700,073,000)

＝ 16,161,764,000 ×
( 94,775,014,000 － 14,305,191,000)

＝ 2,760,904,531

（Ｄ）＝ａ＋ｂ 5,239,021,435
ａ 地方教育費補助（付・第１表のＤ） 2,478,116,904
ｂ 地方交付税中の教育費充当額（上記Ｃのｂ） 2,760,904,531

３ 「うち義務教育費（Ｅ）」の金額は，付・第１表の「うち義務教育費（Ｅ）」の金額に２の方式
に準じて算定した地方交付税中の義務教育費充当額（推定）を加算した額である。

（Ｅ）＝ａ＋ｂ 3,511,025,857
ａ うち義務教育費（付・第１表のＥ） 2,083,111,083

地 方 歳 出 決 算 の 小 学 校 費 , 中 学 校 費 , 及 び
特 殊 学 校 費 の 合 計 の ( 総 額 － 国 庫 支 出 金 )

ｂ 地方交付税×
地 方 歳 出 決 算 の （ 総 額 － 国 庫 支 出 金 ）

( 8,670,487,000 － 1,560,864,000)
＝ 16,161,764,000 ×

( 94,775,014,000 － 14,305,191,000)

＝ 1,427,914,773

付・第３表 注
１ 地方歳出総額（Ａ）

昭和10年度以降は，地方歳出の普通会計分（事業会計及び公営企業会計以外の会
計）の決算額（純計）である。
ただし，昭和19・20年度は予算額である。

（Ａ）＝地方歳出決算総額（付・第２表のＣのｂの内訳） 94,775,014,000

資料：総理府統計局「日本統計年鑑」昭和10～14年度
自治庁「地方財政概要」昭和15～30年度
自治庁「地方財政統計年報」昭和31・32年度
自治庁「都道府県決算状況調」・「市町村決算況調」昭和33～36年度
自治省「地方財政の状況」昭和37～平成10年度
総務省「地方財政の状況」平成11年度以降

２ 地方教育費総額（Ｂ）
昭和10～23年度は，地方歳出の教育費決算額である。
昭和24年度以降は，文部省「地方教育費調査報告書」（平成11会計年度以降は文部

科学省）による地方教育費（ただし，公費に組み入れられない寄付金を除く）と文部省「文
部省年報」，文部省「学校基本調査報告書」（平成13年度以降は文部科学省）による公立
大学・短期大学経費，私立学校への地方公共団体からの補助金（ただし，昭和36年度以
降についてである）の合計による地方教育費総額である。

平成10年度以降は，前述算出方法のうち，私立学校への地方公共団体からの補助金
については，「私立学校の財務状況調査」の廃止に伴い，日本私立学校振興・共済事業
団の「今日の私学財政」より別途算出した額である。
平成20年度以降は，公立大学法人が設置する高等専門学校の経費を加算している。

（Ｂ）＝ (ａ－ｂ)＋ｃ＋ｄ＋ｅ 17,531,443,709 ( 16,289,401,634 )
ａ 本調査の地方教育費総額 16,261,494,322 ( 15,019,452,247 )
ｂ 本調査の「公費に組み入れられない寄付金」 6,611
ｃ 公立大学・短期大学経費 511,474,957
ｄ 公立大学法人立高等専門学校経費 3,012,992
ｅ 私立学校に対する地方公共団体の補助金 755,468,049

※（ ）内は債務償還費を除く額である。（以下同じ。）

資料：文部省「地方教育費調査報告書」昭和24会計年度～平成10会計年度
「文部省年報」昭和25・26年度
「学校基本調査報告書」昭和27年度～平成12年度
「私立学校の財務状況調査報告書」昭和45会計年度～平成９会計年度

日本私立学校振興・共済事業団
「今日の私学財政」平成10会計年度以降

文部科学省「地方教育費調査報告書」平成11会計年度以降
「学校基本調査報告書」平成13年度以降

３ 国庫負担金・補助金額（Ｃ）
付・第１表における「地方教育費補助（Ｄ）」の昭和10(1935)年度以降の金額に同じ。

2,478,116,904

４ 地方純負担額（Ｄ）
「地方教育費総額（Ｂ）」から「国庫負担金・補助金額（Ｃ）」を控除した額である。

（Ｄ）＝ａ－ｂ 15,053,326,805 ( 13,811,284,730 )
ａ 地方教育費総額（前記Ｂ） 17,531,443,709 ( 16,289,401,634 )
ｂ 国庫負担金・補助金額（前記Ｃ） 2,478,116,904

付・第４表 注
１ 国の歳出総額（ａ）

付・第１表の「国の歳出総額（Ａ）」の昭和10(1935)年度以降の金額に同じ。

２ 地方の歳出総額（ｂ）
付・第３表の「地方歳出総額（Ａ）」の昭和10(1935)年度以降の金額に同じ。

３ 純 計（ｃ）
「国の歳出総額（ａ）」と「地方の歳出総額（ｂ）」との合計額から，次の重複額を控除した

ものである。
昭和10～14年度は，分担金，国庫補助補給交付金，道府県補助補給交付金，地方公

共団体分担金，納付金



昭和15～24年度は，分与税分与金特別会計（昭和23・24年度は配付金，配付金特別
会計）の一般会計からの受入額（昭和20年度のみは支出済額），分担金及び負担金，国
・県支出金，地方公共団体分担金，納付金
昭和25～28年度は，地方財政平衡交付金，分担金及び負担金，国庫支出金，都道府

県支出金，地方公共団体分担金，納付金
昭和29～33年度は，一般会計歳入決算額中の公共事業費分担金及び公営企業以外

の地方歳入合計決算額中の地方交付税，地方譲与税，国庫支出金
昭和34年度以降は普通会計歳入決算額中の地方交付税，地方譲与税，国庫支出金

（ｃ）＝ (ａ＋ｂ)－(ｃ＋ｄ＋ｅ) 159,160,544,763
ａ 国の歳出総額（付・第１表のＡ） 96,921,674,763
ｂ 地方の歳出総額（付・第３表のＡ） 94,775,014,000
ｃ 地方交付税（付・第２表のＣのｂの内訳） 16,161,764,000
ｄ 地方譲与税 2,069,189,000
ｅ 国庫支出金（付・第２表のＣのｂの内訳） 14,305,191,000

資料：昭和10年度以降決算歳出決算報告書
自治庁「地方財政概要」昭和20～30年度
自治庁「地方財政統計年報」昭和31～34年度
自治庁「昭和35年度都道府県決算状況調」
自治庁「昭和35年度市町村決算状況調」・「昭和35年度大都市

及び特別区決算状況調」
自治省「地方財政の状況」昭和37年度～平成10年度
総務省「地方財政の状況」平成11年度以降

４ 国の教育費（ｄ・１）
付・第１表の「国の教育費（Ｃ）」昭和10(1935)年度以降の金額に同じ。

7,764,392,076

５ 国の教育費（ｄ・２）
付・第２表の「国の教育費（Ｃ）」昭和11(1936)年度以降の金額に同じ。

10,525,296,607

６ 地方の教育費（ｅ）
付・第３表の「地方教育費総額（Ｂ）」の金額に同じ。

17,531,443,709 ( 16,289,401,634 )

７ 純 計（ｆ）
「国の教育費（ｄ・１）」と「地方の教育費（ｅ）」との合計額から，付・第１表の「地方教育

費補助（Ｄ）」（付・第３表の「国庫負担金・補助金額（Ｃ）」と同じ）を控除した額である。

（ｆ）＝ａ＋ｂ－ｃ 22,817,718,881 ( 21,575,676,806 )
ａ 国の教育費（付・第１表のＣ） 7,764,392,076
ｂ 地方教育費総額（付・第３表のＢ 17,531,443,709（ 16,289,401,634 ）
ｃ 地方教育費補助（付・第１表のＤ） 2,478,116,904

８ うち義務教育費（ｇ）
昭和10～15年度は，「文部省年報」による市町村立小学校公学費である。

昭和16～21年度は，市町村立小学校公学費の次の方式による推定額である。

(各年度の文部省一般会計歳出額（平成12年度は文部科学省一般会計歳出額）
中の義務教育教員俸給補助金×２)＝α

(α＋昭和15年度の義務教育教員給与以外の地方教育費)＝β

各年度の市町村立小学校児童数
β ×

昭和15年度の市町村立小学校児童数

昭和22年度は，「文部省年報」による都道府県立・市町村立の小学校及び中学校経費
である。
昭和23・24年度は，「文部省年報」による国立及び都道府県立・市町村立の小学校・中

学校及び盲・聾学校の経費である。
昭和25～28年度は，「地方教育費調査報告書」，「国立初等・中等学校教育費調査報

告書」，「文部省年報」及び「学校基本調査報告書」による国立及び公立小学校・中学校
及び盲・聾・養護学校教育費の合計額である。
昭和29年度以降は，「地方教育費調査報告書」と「学校基本調査報告書」による国立

・公立の小学校・中学校及び特別支援学校（平成１８年度までは盲・聾・養護学校）教育
費（ただし，平成１８年度までは公費に組み入れられない寄付金を除く）の合計額である。
ただし，昭和23～28年度の盲・聾・養護学校については，それぞれの年度の義務教育

相当の小学部の学年の児童数と全児童生徒数との比率をもって盲・聾・養護学校教育費
総額中の義務教育相当額を推定したものである。
平成14年度から中等教育学校の経費を前期課程と後期課程の人数で按分し，義務教

育にあたる前期課程相当額を推定している。

（ｇ）＝ ａ＋ｂ 10,720,510,918 ( 10,119,524,893 )

ａ 公立学校義務教育費計 10,665,783,605 ( 10,064,797,581 )

公立小学校 6,238,606,772 ( 5,890,342,747 )
公立中学校 3,508,924,286 ( 3,289,890,490 )
公立特別支援学校 909,538,212 ( 875,986,947 )
公立中等教育学校（前期課程） 8,714,335 ( 8,577,397 )

ｂ 国立義務教育費計 54,727,313

国立小学校費 20,177,139
国立中学校費 17,656,970
国立特別支援学校費 15,549,051
国立中等教育学校費(前期課程） 1,344,153

資料：文部省「文部省年報」昭和10～26年度
「国立初等・中等学校教育費調査報告書」昭和25～28会計年度
「地方教育費調査報告書」昭和25会計年度～平成10会計年度
「学校基本調査報告書」昭和25年度～平成12年度

文部科学省「地方教育費調査報告書」平成11会計年度以降
「学校基本調査報告書」平成13年度以降



文　教　費　総　額　と　は　？
国の教育費について（付・第１表　注より）

   

b.国立大学法人関係補助金等

c.国立大学法人等歳出決算額

＋
(c)

(ｇ)

（Ｂ）= ( a - b ) + c + g

　　　d.地方教育費調査の「国庫補助金」総額
　　 ＋　e.地方支出金に含まれている国庫補助金

地方の教育費について（付・第３表　注より）

( ｐ )

＋
( ｒ )

＋

ｒ．私立大学への地方公共団体からの補助金
（「今日の私学財政」より別途算出）

ｑ．公立大学法人立高等専門学校経費

(Ｃ) = ( n - o ) + p + q + r

＋

国の教育費（Ｂ）

ｇ.他府省補助金（d+e）-f

d.地方教育費調査の「国庫補助金」総額　■
+ ｅ.地方支出金に含まれている国庫補助金

公立大学・短期大学への国庫補助金

（ ｎ － ｏ ）

地方教育費総額（Ｃ）

(a-b)

( n - o )

c.国立大学法人等歳出決算額
地方教育費補助（ｋ）

－

（「学校基本調査報告書」より）

ｏ．公費に組み入れられない寄付金

（Ａ）= （Ｂ） + （Ｃ） - (ｋ) 

ｐ．公立大学・短期大学経費

公立大学法人立高等専門学校への国庫補助金

ｎ．地方教育費調査の

「地方教育費総額」

a.文部科学省所管一般会計
歳出決算額

「地方教育費補助」(ｋ)
（国から地方に対し支出した補助金）

文教費総額（Ａ）

国の教育費（Ｂ）

地方教育費総額（Ｃ）

＋

純計（ａ－ｂ）

f.文部科学省関係補助金
（決算書該当項目の積上額）

（注）国の教育費（B）及び地方教育費総額（C）の中には，
「国庫補助金（他府省分も含む）」が計上されており，文教費
総額を算出するときは「国」または「地方」のいずれかより差
し引かなくてはならない。

地方教育費補助（ｋ）

（ ｑ ）


